第２学年５組　理科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　　　淺澤　一朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　　第１理科室

１　単元名　「天気とその変化」

２　探究課題「どうして太いストローや長いストローを使うと飲みにくいのか」
３　単元目標
・気圧についての観察・実験を適切に行い、空気中にある物体にはあらゆる方向から気圧が働いていることを空気の重さと関連付けて理解できる。　　　　　　　　　　　　　　　　【習得に関わる目標】
・ストローで飲み物を飲む仕組みや、太いストローや長いストローでは飲みにくくなる仕組みなどを、作図や学んだことを活用して、自分の言葉で説明することができる。　　　　 【活用に関わる目標】
・ストローで飲み物を飲む仕組みを解明する際に、気圧が関わっていることに気付き、学んだことと日常生活の密接な結びつきを実感することができる。　　　【生き方、ものの見方考え方に関わる目標】
４　単元について
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　本単元では、空気中にある物体にはあらゆる方向から気圧が働いていることを空気の重さと関連付けて学習する。これらを学習することで、ストローで飲み物が飲めるのはストローの中と外の気圧差を利用していることを、作図などを用いて説明することができるようになる。これらの学習内容を主体的に学ぶために、単元の導入で通常のストローを使って飲み物を飲んだ後、太いストローと長いストローの２つを提示する。それらのストローを用いて実際に飲み物を飲む体験をする。すると、太いストローや長いストローでは飲みにくくなることを実感し、問題意識をもつだろう。そこで、「どうして太いストローや長いストローを使うと飲みにくいのか」と問いかける。生徒は、どちらのストローでも飲みにくい理由を、吸う力が弱いからだと考えることができても、気圧差にまで考えは及ばないだろう。この事象を説明するためには、空気が液面を押していることや、ストローの中の空気を吸ったことで気圧差が生まれることを理解する必要がある。そこで、生徒が空気の重さを体感できるように、新聞紙を１枚広げた状態で割り箸の上に置くだけで、割り箸を折ることができる事象や、真空にするとマシュマロが膨らむ事象、ペットボトル給水器の水があふれない事象について考える場を設定する。生徒には気圧のはたらきや気圧差によって生まれる力などの知識や技能を獲得しながら、粘り強く問題解決に取り組む姿を期待したい。
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５　単元構想図
	時
	段階
	学習課題
	教師の支援と手だて

	１
	願
い
疑
問
の
芽
生
え
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○どうして太いストローや長いストローを使うと飲みにくいのか
	・探究課題に問題意識をもてるように、太いストローや長いストローを準備し、通常のストローと比べて、飲み物を飲むことが困難であることを確認する場を設定する。
・ストローで飲み物を飲む仕組みに空気が関係していることに気付けるように、通常のストローと同じ太さと長さだが、側部に穴を開けたストローで飲み物を飲むことができないことを体験できるようにする。

	２

	習
得
	○どうして新聞紙１枚で割り箸を折ることができるのだろうか
	・生徒が空気の重さを体感できるように、机に置いた割り箸の上に新聞紙を１枚置き、割り箸を叩いたとき、割り箸が折れる事象を体験する場を設定する。
・生徒が圧力と面積の関係に気付けるように、新聞紙を小さく折りたたんで割り箸を叩いたとき、割り箸は折れないことを確認する場を設定する。

	３

	習
得
	○どうして真空にするとマシュマロは膨らんだのだろうか
	・気圧があらゆる方向から働いていることに気付けるように、真空ポンプの中にマシュマロを置き、空気を抜いたときにマシュマロが膨らむことを体験する場を設定する。

	４
公開授業Ⅰ

	習
得
	〇ペットボトル給水器の水があふれないのはなぜか
	・生徒が学習課題に問題意識をもてるように、水が入ったペットボトルを逆さまにすると水がこぼれることを確認した後、ペットボトル給水器ではペットボトルを逆さまにしても水があふれない事象を提示する。
・受け皿の水面に気圧が働いていることに気付くことができるように、ペットボトルの底に穴を開けたとき水がこぼれることを確認する場を設定し、どうして水はこぼれたのか問いかける。


	５
	活
用
	〇ストローを使って飲み物を飲むことができるのはなぜか
	・気圧によって働く力を視覚的に表せるように、スカイメニュークラウドに水の入った容器とストローの模式図を載せ、力の作図をできるようにしておく。



６　本時の指導【公開授業Ⅰ】
（1） 本時の目標（４/５）
・空気が水面を押していることに気付き、水面を押す気圧とペットボトルの中の圧力がつり合っているから給水器の水があふれないことを理解することができる。　　　　　【習得に関わる目標】
（２）指導過程
	時間
	学習活動
	教師の支援と手だて

	0

	１　ペットボトル給水器では水があふれないことに問題意識をもつ。


	・学習課題に問題意識をもてるように、水が入ったペットボトルを逆さまにすると水がこぼれることを確認した後、ペットボトル給水器ではペットボトルを逆さまにしても水があふれない事象を提示する。

	5
20
30
35


	２　班ごとにさまざまなペットボトル給水器を用いて実験を行い、学習課題に対する考えを深める。
・どうして水がこぼれないのだろう。
・お玉で水をすくったらペットボトルの水が減った。
・傾けたらすべての水がこぼれた。
３　ペットボトルの底に穴を開けたとき、水がどうなるか確認する。
　・ペットボトルの水がすべてこぼれた。
　・開けた穴から空気が入った。
　・水の重さに空気の重さが合わさってペットボトルの中の力の方が強くなった。
４　学習課題について再度考える。
・受け皿の水を空気が押している。
　・受け皿にかかる力とペットボトルの中の力がつり合っているから水はこぼれない。
　・穴を開けるとペットボトルの中にも、受け皿の水面と同じだけの気圧が働く。
５　４グループに分かれて共有する。
　・受け皿の水を空気が押している。
　・外からの気圧とペットボトル内の圧力がつり合っているから水はこぼれない。
	・生徒がさまざまな視点で実験に取り組めるように容量の異なるペットボトルを用意したり、水をすくうためのお玉を用意したりする。

・生徒が学習課題に対する自分の考えを表現できるように、スカイメニュークラウドにペットボトル給水器を模式化した図を載せておく。
・受け皿の水面が気圧に押されていることに気付くことができるように、ペットボトルの底に穴を開けたとき皿から水がこぼれることを確認する場を設定し、どうして水はこぼれたのか問いかける。
・実験結果や互いの考えを共有するために、クラスを４グループに分け、大型のホワイトボードを設置し、話し合えるようにする。

	45

	６　振り返りを書く。
「空気が水面を押していることが分かった。外の気圧とペットボトルの中の圧力がつり合っているとき水はあふれない。ストローの中の空気を吸うと、気圧で水面が押されているから、飲み物が上に押し上げられるのかなと思いました。」
	・生徒が学習したことを生かし探究課題に迫ることができるように、本時の学習課題「ペットボトル給水器の水があふれないのはなぜか」と、探究課題について考えたことを書くように指示する。


（３）評価

・空気が水面を押していることに気付き、水面を押す気圧とペットボトルの中の圧力がつり合っているから給水器の水があふれないことを理解することができたか。
　　　　　　　（班での関わり合いの様子　ワークシートへの記述、振り返りの内容から判断する。）
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学習課題　「ペットボトル給水器の水があふれないのはなぜか」
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